
 
Regional Consultative Group: 「Humanitarian Civil-Military Coordination for Asia and 

the Pacific」のパネルディスカッションに参加しました（2021/12/01） 
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会 場：オンライン 

 

12 月 1 日に UNOCHA（国連人道問題調整事務所）、オーストラリア政府、Center for 

Excellence in Disaster Management and Humanitarian Assistance（CFE-DM）に

より、Regional Consultative Group : Humanitarian Civil-Military Coordination for 

Asia and the Pacific がオンラインで開催されました。その中のパネルディスカッション

に、当研究所の泉貴子准教授（国際防災戦略研究分野）がパネリストとして招待され、  

ディスカッションに参加しました。その他にも、このパネルディスカッションには、フィリ

ピン、オーストラリア、インドネシア、バングラデシュから国際 NGO、軍隊、大学教員の

合計 5 名がパネリストとして参加しました。 

この地域フォーラムは今年で 7 回目を迎えますが、大規模災害が発生した際に、各国の 

軍隊が民間や国際機関と連携し、効果的な支援を行うための議論を深める場として始まり 

ました。今年は特に「Localization」に焦点をあて、様々なステークホルダーがこれまでの

災害対応・復興過程において、コミュニティや地元の機関・軍隊がどのように連携したのか、 

また、新型コロナの状況の中、効果的な災害対応・支援が提供された事例について議論しま

した。 

CFE-DM は、APRU 加盟大学でもあるハワイ大学マノア校と災害研究分野で共同研究等

を行っており、マルチハザードプログラムにて来年ハワイで開催を視野にいれているワーク 

ショップに関しても、ハワイ大学と連携してセッション開催等を計画しています。今後、 

アジア太平洋の災害対応等の分野で、マルチハザードプログラムとも連携していく予定です。 

 

 
 

    文責：泉 貴子（国際防災戦略研究分野） 
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